
平成22年度　関西大学　研修員 研究支援課

学部 人数枠 資格 氏名 期間 主たる研究先 研究目的 備考

１．自宅
２．個人研究室
３．関西大学図書館
４．国際日本文化研究センター図書館
５．国内外の庭園

１．関西大学図書館
２．ナショナル・アーカイヴズ（イギリス）
３．ブリティッシュ・ライブラリ（イギリス）

１．個人研究室
２．自宅
３．関西大学図書館
４．京都大学図書館
５．ケルン大学図書館

１．自宅
２．個人研究室
３．付属図書館

１．早稲田大学

１．自宅
２．個人研究室
３．関西大学図書館

１．自宅
２．関西大学図書館
３．バーミンガム大学
４．大修館出版社
５．オックスフォード出版社
６．ロングマン出版社

教授

教授

H22.10/1
～

H23.3/31

教授 植村　邦彦

H22.10/1
～

H23.3/31

明神　信夫

経
前期１名後期１名
の２名以内

文
前期２名後期１名
または前期１名後
期２名の３名以内

商
前期１名後期１名
の２名以内

教授 中邑　光男

教授

H22.10/1
～

H23.3/31

法
前期１名後期１名
の２名以内

被選考者なし

准教授 坂根　宏一

H22.4/1
～

H22.9/30

品川　哲彦

H22.4/1
～

H22.9/30

「日本的自然観」というものは何かに
ついて研究。

「ﾖﾅｽ哲学の展開と統合―ｸﾞﾉｰｼｽ、
生命、未来世代、神」の研究を進め
る。「生命・環境倫理における『尊敬・
価値・権利』に関する思想史的、規範
的研究」についての論文を執筆する。

ｱﾘｽﾄﾃﾚｽにおける｢politike koinonia｣
などの概念の考察。日本における
「市民社会」概念の検証。

前半はこれまで収集したｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ・ｷﾞ
ﾎﾞﾝの家系史関係の資料整理を集中
的に行う。後半の3ヶ月はｲｷﾞﾘｽの文
書館等に行って、適宜、補充の関係
資料の調査研究に当たる。

一般英語、ﾋﾞｼﾞﾈｽ英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞに関
する文献を読み、先行文献の調査。
辞書学の動向や考え方に関する情
報を収集し、問題点や課題に触れ
る。

不完全競争下における一般均衡の
存在について、特に企業が需要関数
の不確実性に直面した場合の研究を
行う。

芝井　敬司
H22.4/1

～
H22.9/30

マーク・メリ准教授

H22.4/1
～

H22.9/30

アメリカ物価変動会計研究について
の資料・論文等を作成し全体を纏め
る。
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平成22年度　関西大学　研修員 研究支援課

学部 人数枠 資格 氏名 期間 主たる研究先 研究目的 備考
１．個人研究室
２．自宅
３．在外機関（フランス、パリ国際大学都市）

１．一橋大学
２．早稲田大学
３．海上災害防止センター
４．海上技術安全研究所
５．航空輸送技術研究センター
６．警察政策研究センター
７．国土交通政策研究所
１．個人研究室
２．香川大学
３．労働安全衛生研究所
４．地方自治体
５．鳴門教育大学

１．Ecole Polytechniue de Montreal（ｶﾅﾀﾞ、ﾓﾝﾄﾘｵｰﾙ）
２．University of California, Los Angeles（米国、ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ）
３．個人研究室

１．自宅・関西大学等
２．ドイツ（フランクフルト等）

１．自宅（東京）
２．関西大学東京センター（ソシオネットワーク戦略機構東京実験室）

３．独立行政法人　医薬品医療機器総合機構
４．関西大学

※ 規程 第３条第１項による在職年数（平成22年４月１日現在）に抵触するものはありません。

H22.10/1
～

H23.3/31

ドイツ医事法の研究。ドイツ語論文・
著書の執筆および医事刑法に関する
日本語論文の執筆ならびに教科書
の執筆を行う。

シス理
前期１名後期１名

の２名以内
被選考者なし

社
前期１名後期１名
の２名以内

教授 矢野　秀利

教授 堀井　康史

総
前期１名後期１名

の２名以内

教授 広兼　道幸

H22.10/1
～

H23.3/31

環都
前期１名後期１名

の２名以内
被選考者なし

化生 被選考者なし
前期１名後期１名

の２名以内

前期１名または後
期１名の１名以内

法務 山中　敬一教授

会計
前期１名または後
期１名の１名以内

教授 宗岡　徹
H22.10/1

～
H23.3/31

年金のみならず医療や福祉を含めた
社会保障分野の会計に研究ﾃｰﾏを
設定するとともに、医療等の社会保
障分野で研究が進められている｢ﾚ
ｷﾞｭﾗﾄﾘｰｻｲｴﾝｽ｣の考え方を会計にも
応用する試みを行う。

左手系ﾒﾀﾏﾃﾘｱﾙの実用化に向けた
研究を推し進める予定。

H22.4/1
～

H22.9/30

経済理論、財政理論の基本の読み
直し作業。最新の事情を把握するた
めに、日本の役所、海外の研究所（ﾌ
ﾗﾝｽの研究機関、ｵﾗﾝﾀﾞの国際租税
研究所）を訪ねて調査する。

各地方自治体（地域）における安全・
安心の取り組み・実証実験等につい
て調査を実施する。地域の安全・安
心に効果的に寄与すると考えられる
取り組みを考案する。

H22.10/1
～

H23.3/31

H22.10/1
～

H23.3/31

各種研究機関等における資料・文献
の精査、国内・海外ﾃﾞｰﾀ、事例の調
査，収穫，整理作業の実施により、課
題内容の分析処理を行うと同時に、
成果を検討・考察する。

政策
前期１名または後
期１名の１名以内

教授 羽原　敬二
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